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　年の瀬も迫り、慌ただしいこの頃、皆様にはますますご清祥の
段、お慶び申し上げます。
　さて、本年6月23日（土）に追手門学院小学校AVホールに於きま
して「平成19年度山桜会総会」を、皆様方の多大なるご協力によ
り、盛大に無事開催することができました。深く感謝申し上げます。
　今年の総会は、昨年度
の山桜会９０周年記念事
業が盛大に行われた事もあ
り、出きる限り本来の総会
のあるべき姿にしようと、イ
ベント企画の代わりに「小
学校西館校舎惜別会」
の日程に合せ、懇親パー
ティーは共催の形式で開
催させていただきました。総
会は９０名余りの出席者の
中で、恒例の開会宣言、国
歌斉唱、点鐘で始まり、川
原会長の挨拶及び活動報

　追手門学院創立120周年事業の一つである天神祭奉拝船は、第4回を迎えて大学校友会の担当で今年
も飛翔橋のたもとから賑やかに出船しました。大木理事長、鈴木学院長をはじめ、各学校校長、教頭、園長先
生や事務局の方々、大学校友会長、山桜会長を始め多くの有志の方 が々思い思いの装いで参加されました。
　例年の通り、羽田実行委員長の懇切丁寧な船渡御の説明、寺谷一紀さん（小88期）の司会とジャズバン
ドの演奏の中、羽田さんの巧みなリードで行き交う船と「大阪締め」を交わしながら真夏の夜の大川を心ゆく
まで楽しみました。丁度船が桜宮橋をくぐり川崎橋の上流にさしかかった時「伝統を深め 未来を拓く 追手門
学院」の文字が仕掛け花火と共に見事に川面を彩り、一同感激、大喝采が起こりました。例年より暑い船
渡御でしたが、川面を渡る風に吹かれつつ3時間余りの充実した船旅でした。お世話を頂いた方々に改めて
御礼申し上げます。

山 桜 会 会 長　川原 俊明
総会実行委員長　間宮 規勝

告、平成１８年度決算及び
１９年度予算報告と進めて
まいりました。又、全国大会
出場（第２位）を果されまし
た大手前中高演劇部の部
員の方からの活動報告があ
り、大木理事長、鈴木学院
長、亀井校長先生を始め多
数の学院関係者の皆様にご出席いただいた中で活動支援の目録
贈呈を行いました。
　閉会後、「追手門のれん会発足総会」が行われ、その後、小学
校主催の「西館校舎惜別会」「西館校舎見学会」へと合流いたし
ました。見学会終了後、１１０周年記念ホールでの「追手門学院小
学校西館校舎惜別会懇親パーティー」は、小学校の先生方、職員
の方々の入念な準備と進行のおかげを持ちまして、大盛況の内に
終了する事ができ、大変有意義な一日となりました。
今後とも、山桜会の様々な活動をさらに有意義なものにして行くた
めに、皆様方の更なるご理解とご協力を頂きますよう、何卒宜しくお
願い申し上げます。
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「山桜会総会開催」の報告

　「将来を考える日」が、初めて茨木の中学生を対象に6月16日（土）授業
の一環として1・2時限目を使い開催されました。
　今回は出来るだけ茨木中高出身の山桜会員の皆様にもお声がけをし
て、16名の方に講義を行って頂きました。初めての講師に緊張されている
方も居られましたが、生徒たちの真剣に聞き入っている姿を見ることができ、
うれしく思っています。佐々木教頭先生からも絶大なる感謝のお手紙を戴
き、実施してよかったと思いました。
　この事業は、後輩・在校生達への学習の意識と意欲高揚のきっかけ作
りを目的としています。学業や職業等、将来を考えてもらえればと、山桜会と

学校がスクラムを組んで、
おこなっている、意義と内
容がある事業です。
　大手前中学校では、すでに二回実施され、10月には三回目の開催を予
定しています。これからも、両校で継続して行っていける為に努力し、生徒達
に少しでも役立って頂ければ光栄であると考えています。今後とも、山桜会
員の皆様には御理解と御協力を宜しくお願い申し上げます。
　最後になりましたがこの場をお借りいたしまして、この趣旨をご理解して頂
き快く講師をお引き受けて頂きました皆様方に、厚く御礼申し上げます。

教育支援委員会 副委員長　大賀 淳之
「将来を考える日」絶賛された！山桜会

茨木にて開催！！！
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